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第
１
会
場
の
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
の
屋

内
会
場
で
は
開
会
式
の
後
、
市
民
か
ら
募

集
し
た
交
通
安
全
標
語
の
発
表
と
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
薬
剤
師
の
武

蔵
仁
さ
ん
か
ら
「
薬
剤
師
と
し
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
」
と
題
し
て
、

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
自
転
車
こ
い
で
ガ
チ
ャ

ポ
ン
Ｇ
Ｅ
Ｔ
や
巨
大
段
ボ
ー
ル
迷
路
な
ど

の
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
酒
酔
い
疑

　

９
月
20
日
、
中
央
図
書
館
駐
車
場
で
秋

の
交
通
安
全
県
民
運
動
街
頭
啓
発
の
出
発

式
を
開
催
し
、
約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
は
市
内
で
活
動
中
の
ア
フ
リ
カ
太
鼓

K
olo K

olo

（
コ
ロ
コ
ロ
）
に
よ
る
演
奏

で
開
会
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
Ｖ
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
女
子
の
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手

が「
飲
酒
運
転
」「
暴
走
運
転
」「
信
号
無
視
」

の
３
枚
の
ボ
ー
ド
を
ア
タ
ッ
ク
で
倒
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
岡
山
県
警
白
バ
イ
、
パ

ト
カ
ー
を
先
頭
に
街
頭
啓
発
に
出
発
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

街
頭
啓
発
出
発
式

あかいわキラリ★
安全フェスティバル
～守りたい、大切な命。～
9月23日、山陽ふれあい公園と赤磐消防本部で「あかいわキラリ★安
全フェスティバル～守りたい、大切な命。～」を開催しました。これは交
通安全・防犯・防災・消費生活の合同行事として、昨年から開催している
ものです。今年は市内外から3000人を超える人々が来場しました。

広報あかいわ（平成25年11月号） 2



【子どもの部】
⃝市長賞／谷口　美羽（山陽北小3年）
　「本当に  安全ですか？  そのそくど」
⃝議長賞／井上　けい人（山陽北小4年）
　「ありがとう  車がとまってくれた  うれしいな」
⃝赤磐警察署長賞／尾崎　誠（山陽北小4年）
　「交差てん  見のがさないでね  小さい手」

【一般の部】
⃝市長賞／金久　典弘
　「電話より  意識とマナーの  携帯を」
⃝議長賞／太田　誠
　「飲んで乗る  あなたの車  殺人車」
⃝赤磐警察署長賞／金光　一雄
　「運転に  愛がいっぱい  あかいわ市」　

　
「
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
亀
の
よ
う
に
安
全

運
転
を
」
と
の
願
い
を
こ
め
て
作
ら
れ
た

亀
の
お
守
り
５
５
０
個
が
、
９
月
４
日
、

老
人
ク
ラ
ブ
山
陽
支
部
と
吉
井
支
部
の
女

性
部
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
守
り
は
、
秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
活
動
で
啓
発
品

と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

平 成 25 年 度
交通安全標語優秀作品

（応募総数 1709点）

似
体
験
や
液
状
化
現
象
の
実
験
、
災
害
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
学
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
充

実
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
も
大
盛
況
で
し

た
。
屋
外
会
場
で
も
、
自
衛
隊
や
日
本
赤
十

字
社
、
赤
磐
警
察
署
に
よ
る
車
両
展
示
な
ど

が
あ
り
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
車
両
見
学
や

記
念
撮
影
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
方
、第
２
会
場
の
赤
磐
消
防
本
部
で
は
、

消
防
車
両
展
示
や
起
震
車
体
験
、
放
水
体
験

な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

心
地
よ
い
秋
晴
れ
の
中
、
来
場
し
た
人
た

ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
、
体
験
し
た

こ
と
で
、「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
」
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①キャラクターショーには会場を埋め尽くすほどたくさんの人が詰
めかけました ②被災地での災害ボランティア活動について語る武
蔵さん ③おもりのついたチョッキやベルトをつけて高齢者の疑似体
験をする友實市長 ④自転車の乗り方をシュミレーションで学んでい
ます ⑤会場外では車両展示があり記念撮影を楽しんでいました ⑥
スポーツコーナーでスロービーに挑戦！ ⑦一生懸命自転車をこぐと
ガチャポンが出てくる仕掛けに子どもたちも真剣 ⑧起震車に乗って
大地震を体感。とても立ってはいられません ⑨消防隊員の服を着
て、救急車の前ではい！ポーズ ⑩放水体験では勢いよく出る水に負
けまいと、真剣な表情で筒先を握っていました

交
通
安
全
の
願
い
込
め

亀
の
お
守
り
寄
贈

たくさんのご応募
ありがとうございました。
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平成24年度 決算状況について
一般会計…歳入213億円／歳出200億円

市民1人あたりと1世帯あたりの歳入と歳出

　◦1人あたりの歳入………………474,829円
　◦1人あたりの歳出………………444,482円
　◦1世帯あたりの歳入…………1,223,627円
　◦1世帯あたりの歳出…………1,145,422円

◇平成25年3月31日現在：住民基本台帳による
　◦人口…44,989人　　◦世帯…17,458世帯

市税
44億7,138万円
（20.9％）

地方譲与税
2億6,975万円（1.3％）

その他
2億4,509万円（1.1％）

議会費
2億2,361万円（1.1％）

市債
35億2,135万円
（16.5％）

諸収入
2億639万円（1.0％）

繰越金
4億8,224万円（2.3％）

繰入金
6億4,502万円（3.0％）

県支出金
13億4,411万円（6.3％）

使用料および手数料
2億1，308万円（1.0％）

分担金および負担金
3億4,285万円（1.6％） 農林水産業費

12億7,992万円（6.4％）

土木費
12億5,541万円（6.3％）

教育費
31億293万円（15.5％）

消防費
13億6,836万円（6.8％）

商工費
1億960万円（0.5％）

災害復旧費
2億9,453万円（1.5％）

地方消費税交付金
3億3,367万円（1.6％）

総務費
23億5,352万円
（11.8％）

民生費
53億3,945万円
（26.7％）

衛生費
23億5,852万円
（11.8％）

公債費
23億1,093万円
（11.6％）

地方交付税
74億4,147万円
（34.8％）

国庫支出金
18億4，565万円
（8.6％）

歳  入
213億円

歳  出
200億円

一般会計

特別会計

　平成２５年９月第４回赤磐市議会定例会で、平成２４年度一般会計および特別会計９件の歳入歳出決算と、水道事
業および市民病院事業決算が認定されました。
　一般会計の歳入は２１３億６，２０８万円、歳出は1９９億９，６７８万円です。
　各会計別の決算は以下のグラフと表のとおりです（金額は、万円単位で表示するため端数処理をしています）。

■水道事業
区　　　分 収入済額 支出済額

収益的収入および支出 13億　388万円 9億5,559万円
資本的収入および支出 2,891万円 1億1,448万円

※資本的収入が、資本的支出額に不足する額8,557万円は、過年度分損益勘
　定留保資金で補てんした。

■病院事業
区　　　分 収入済額 支出済額

収益的収入および支出 6億7,812万円 6億6,993万円
資本的収入および支出 2,604万円 4,001万円

※資本的収入が、資本的支出額に不足する額1,397万円は、過年度分損益勘
　定留保資金で補てんした。

　歳入の「その他」は、利子割交付金（1,466万円）、配当割交付金（1,190万円）、株式等譲渡所得割交付
金（263万円）、ゴルフ場利用税交付金（5,349万円）、自動車取得税交付金（7,082万円）、地方特例交付金

（3,217万円）、交通安全対策特別交付金（1,023万円）、財産収入（3,784万円）、寄附金（1,135万円）です。

区　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
国 民 健 康 保 険 53億9,057万円 50億8,022万円 3億1,035万円
後 期 高 齢 者 医 療 4億8,838万円 4億8,420万円 418万円
介 護 保 険 36億8,104万円 36億2,448万円 5,656万円
簡 易 水 道 4億　835万円 3億9,795万円 1,040万円
下 水 道 事 業 20億2,059万円 19億5,971万円 6,088万円
宅 地 等 開 発 事 業 2,808万円 287万円 2,521万円
竜 天 オ ー ト キ ャ ン プ 場 1,436万円 1,284万円 152万円
土 地 取 得 2,033万円 799万円 1,234万円
財 産 区 1,110万円 992万円 118万円
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平成24年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率（「健全化判断比率」といいます）の４指標と資金不足比率（公営企業の会計ごとに算出）を公
表します。
　地方公共団体は、健全化判断比率により、「健全段階」「早期健全化段階」「財政再生段階」の３つの段階に区
分され、比率のうち１つでも基準以上となった場合は、財政健全化計画や財政再生計画を策定し、財政の健全化
を図ることになります。また、各公営企業については、資金不足比率が基準以上となった場合には、経営健全化
計画を策定し、経営の健全化を図ることになります。
　平成２４年度決算の市の健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおりです。各比率は、すべて基準を
下回っていますが、基準を下回れば財政運営上なんら問題がないということではありません。今後の見通しとし
ては、平成２７年度以降は、合併による地方交付税の特例加算が段階的に減少していくため、これらの比率は悪
化する可能性があります。このため、今後も健全な財政状況を維持できるよう適正な財政運営に努めます。

　　
区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― １2．96 20．00

連結実質赤字比率 ― 17．96 30．00

実質公債費比率 11.4 25.0 35．0
将来負担比率 53.8 350．0

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、「―」と表記しています。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
簡易水道特別会計 ―

20.0
下水道事業特別会計 ―
宅地等開発事業特別会計 ―
水道事業会計 ―
市立赤磐市民病院事業会計 ―

※資金不足額がないため、「―」と表記しています。

【用語の説明】
①実質赤字比率 ： 一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率
　　福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化

の度合いを示すものです（赤磐市では、一般会計と竜天オ－トキャンプ場・土地取得の特別会計を合算したも
のです）。

②連結実質赤字比率 ： 全会計（財産区は除く）を対象とした実質赤字額または資金不足額の標準財政規模に対する比率
　　すべての会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての財政運営の悪化

の度合いを示すものです。
③実質公債費比率 ： 一般会計などが負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率
　　借入金（地方債）の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標化（過去３カ年の平均）し、資金繰りの危険

度を示すものです。
④将来負担比率 ： 一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
　　地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担額などの現時点で

の残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。
⑤資金不足比率 ： 公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率
　　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化

の度合いを示すものです。
　※標準財政規模:地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す数値です。

① 健全化判断比率

② 資金不足比率

（単位：㌫）

（単位：㌫）
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情報ボックス
INFORMATION BOX

赤磐ふるさとの味研究会
会　員　募　集

　ふるさとの味研究会では、赤磐の食材を使って赤磐
の特産品を研究しています。
　大人気の「ぴりうまソース」、桃やぶどうのシロップ漬
けなど、赤磐の新しい特産品をみんなで楽しく作って
みませんか。
　会員を随時募集していますので、
お気軽にお問い合わせください。

■応募資格
　◦赤磐市在住の人
　◦料理が好きな人
■問い合わせ先／本庁農林課

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切
な

人
・
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
適
切
な
応
急
手
当

て
な
ど
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

赤
磐
市
消
防
本
部
の
応
急
手

当
指
導
員
が
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
齢
・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
受
講
者
が
少
数
の
場
合
、
や

む
を
得
ず
中
止
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出

張
所 

会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
11
月
15
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
吉
井

川
荘
で
は
、
嘱
託
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
職
種
／
嘱
託
介
護
職
員

■
募
集
人
員
／
２
人

■
勤
務
開
始
日
／
12
月
1
日
㈰

（
予
定
）

■
応
募
資
格
／
介
護
業
務
に
意

欲
の
あ
る
人
で
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

以
上
の
介
護
資
格
を
お
持
ち

の
人
は
優
遇
し
ま
す
。

■
給
与
／
吉
井
川
荘
就
業
規
則

に
基
づ
き
支
給

■
試
験
方
法
／
書
類
審
査
お
よ

び
面
接

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
提
出

■
募
集
期
間
／
11
月
1
日
㈮
〜

11
月
18
日
㈪

※
当
日
消
印
有
効

■
試
験
日
／
11
月
22
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

•
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
吉
井
川
荘　
職
員
採
用
係

　
☎
０
８
６
８（
６
２
）１
２
７
７

　
久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
８
３
８

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専

門
校
美
作
校
で
は
、
委
託
訓
練

と
し
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
」

を
開
講
し
ま
す
。
訓
練
内
容
や

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
平
成
26
年
1
月
7
日

㈫
〜
３
月
27
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
※
不
定
休

■
場
所
／
備
前
市
勤
労
者
セ
ン

タ
ー（
備
前
市
伊
部
１
６
１︲

１
）

■
定
員
／
20
人

■
受
講
料
／
無
料　

※
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
個
人
負
担
必
要

■
申
込
期
間
／
11
月
11
日
㈪
〜

12
月
10
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術

　
専
門
校
美
作
校

　
☎
０
８
６
８（
７
２
）０
４
５
３

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷くらし安全課…………☎ 955-2650

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷子育て支援課…………☎ 955-2635

　▷農林課…………………☎ 955-6174

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

●桜が丘いきいき交流センター…☎ 995-9321

●教育委員会
　▷山陽郷土資料館／　　
　　社会教育課文化財班…☎ 955-0710

　▷社会教育課……………☎ 955-0783

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

　▷予防課…………………☎ 955-2246

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

吉
井
川
荘
嘱
託
職
員
募
集

●
募
集

委
託
訓
練「
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
」

広報あかいわ（平成25年11月号） 6



情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館

カ
レ
ン
ダ
ー

市
政
情
報

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

　

平
成
26
年
度
に
、
桜
が
丘
い

き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
を
定
期

的
に
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
の
登

録
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

社
会
教
育
活
動
な
ど
を
目
的

に
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
定
期
的
な
使
用
を
希

望
す
る
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
利
用
で
き
る
日
数
は
、大
ホ
ー

ル
は
週
１
回
、
ほ
か
の
部
屋

は
週
２
回
ま
で
で
す
。

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、

ご
希
望
の
使
用
日
、
部
屋
を

お
貸
し
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
請
方
法
／
桜
が
丘
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

請
書
に
記
入
し
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
11
月
25
日
㈪

　
午
後
10
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

　

平
成
26
年
３
月
末
日
で
和
気

北
部
衛
生
施
設
組
合
が
解
散
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
熊
山
・

吉
井
地
域
で
現
在
使
用
し
て
い

る
白
色
荷
札
は
平
成
26
年
４
月

以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

白
色
荷
札
は
、
和
気
北
部
衛
生

施
設
組
合
が
実
施
す
る
粗
大
ご

み
収
集
で
の
使
用
が
最
後
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
不
要
と
な
っ
た
白
色

荷
札
は
、
札
１
枚
に
対
し
て
20

リ
ッ
ト
ル
可
燃
ご
み
袋
２
枚
と

交
換
し
ま
す
。

■
交
換
場
所
／
熊
山
支
所
、
桜

が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン

タ
ー
、
吉
井
支
所
、
仁
堀
出

張
所
、和
気
北
部
衛
生
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
事
務
所

■
期
間
／
11
月
１
日
㈮
〜
平
成

26
年
３
月
31
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
先

•
熊
山
支
所
市
民
生
活
課

•
吉
井
支
所
市
民
生
活
課

•
和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合

　
☎
０
８
６
９（
９
２
）０
８
０
９

　

養
蜂
振
興
法
第
３
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
、
養
蜂
業
者
だ

け
で
は
な
く
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
し
て
い
る
人
も
「
蜜
蜂

飼
育
届
」
の
提
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
届

出
の
除
外
規
定
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
岡
山

県
畜
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
岡
山
県

備
前
県
民
局
農
畜
産
物
生
産
課

畜
産
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
提
出
し

な
い
、
ま
た
は
虚
偽
の
届
出

を
し
た
と
き
は
、
10
万
円
以

下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
届
出
期
限
／
毎
年
１
月
31
日

■
届
出
事
項
／
届
出
者
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
飼
育
場

所
（
地
番
ま
で
記
入
）、
飼
育

予
定
蜂
群
数
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

•
岡
山
県
備
前
県
民
局

　
農
畜
産
物
生
産
課
畜
産
班

　
☎
０
８
６（
２
３
３
）９
８
２
８

•
岡
山
県
畜
産
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.okayam

a.
jp/soshiki/53/

　

11
月
15
日
か
ら
翌
年
２
月
15

日
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。
た

だ
し
、
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
限
っ
て
は
農
作
物
被
害
防

止
を
目
的
と
し
て
狩
猟
期
間
が

３
月
15
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
野
山
に
出
か

け
る
場
合
は
、
目
立
つ
色
の
服

装
を
心
が
け
る
な
ど
十
分
に
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
農
林

課
　

国
税
庁
で
は
、
税
務
行
政
に

対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月
11

日
か
ら
17
日
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.nta.go.jp)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
瀬
戸
税
務
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５
㈹

　

平
成
25
年
分
の
年
末
調
整
の

し
か
た
お
よ
び
法
定
調
書
な
ど

の
提
出
方
法
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
関
係
用

紙
は
事
前
に
お
送
り
し
ま
す
。

説
明
会
に
は
、「
年
末
調
整
の
し

か
た
」、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と

提
出
の
手
引
き
」
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
19
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

■
場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会
室

■
対
象
／
赤
磐
市
、
岡
山
市
東

区
瀬
戸
町
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先

•
瀬
戸
税
務
署

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５
㈹

●
募
集

桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
登
録
受
け
付
け

●
お
知
ら
せ

ミ
ツ
バ
チ
飼
育
者
届
出
制
度

●
お
知
ら
せ

熊
山・吉
井
地
域
の
皆
さ
ん
へ

粗
大
ご
み
等
白
色
荷
札
の
交
換

●
お
知
ら
せ

狩
猟
期
間
の
お
知
ら
せ

●
お
知
ら
せ

税
を
考
え
る
週
間

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

●
お
知
ら
せ

源
泉
所
得
税
の

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

広報あかいわ（平成25年11月号）7



情報ボックス
INFORMATION BOX

　

赤
磐
商
工
会
で
は
、
ス
モ
ー

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
と
し
て
活

躍
中
の
講
師
を
お
招
き
し
て
、

誰
が
聞
い
て
も
す
ぐ
に
実
践
で

き
る
起
業
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
起
業

を
再
出
発
の
武
器
に
し
て
み
て

は
！

■
日
時
／
11
月
６
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
８
時

■
場
所
／
山
陽
産
業
会
館

■
講
師
／
起
業
・
経
営
支
援
家

　
中
村
裕
昭
さ
ん

■
演
題
／
「
何
が
あ
っ
て
も
一

家
４
人
を
食
わ
せ
て
い
く
だ

け
の
お
金
を
稼
ぎ
た
い
な
ら
、

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
る

し
か
な
い
」

■
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

　
赤
磐
市
の
誇
る
詩
人 

永
瀬
清

子
の
詩
に
触
れ
な
が
ら
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
み
ん
な
で

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
、
生
家
の
掃
除
と
詩

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
布
絵
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
岡
山
県
ウ
ィ

ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進

事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
時
／
11
月
10
日
㈰

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
／
永
瀬
清
子
生
家
（
赤

磐
市
松
木
）

■
募
集
人
数
／
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
本

庁
協
働
推
進
課
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
11
月
６
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
団
体

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
本

庁
協
働
推
進
課
内
）

　
「
障
が
い
」
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
東
備
福
祉
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

親
と
し
て
発
達
障
が
い
児
の

子
育
て
に
向
き
合
っ
て
こ
ら
れ

た
経
験
に
基
づ
い
た
講
演
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
模

擬
店
や
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
備
前
市
立
日
生
市
民

会
館
（
備
前
市
日
生
町
日
生

２
４
１︲

87
）

※
駐
車
場
は
日
生
中
学
校
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容

◇
講
演
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

•
演
題
…
『
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト

〜
マ
マ
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〜
』

•
講
師
…
一
般
財
団
法
人

　
　
　
　
児
童
虐
待
防
止
機
構

　
　
　
　
島
田
妙
子 
理
事
長

◇
体
験
コ
ー
ナ
ー

•
盲
導
犬
に
会
い
に
行
こ
う

•
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
を
楽
し
も
う

•
Ｗ
ｅ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

手
話
ミ
ニ
講
座

•
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

•
幻
覚
幻
聴
疑
似
体
験

•
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多
動

性
障
害
）
疑
似
体
験　
ほ
か

◇
福
祉
事
業
所
や
各
団
体
の
Ｐ

Ｒ
展
示

◇
模
擬
店

◇
相
談
コ
ー
ナ
ー

◇
託
児
コ
ー
ナ
ー

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■
主
催
／
東
備
地
域
自
立
支
援

協
議
会
、
赤
磐
市
、
備
前
市
、

和
気
町

■
問
い
合
わ
せ
先

•
東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局
（
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
パ
レ
ッ
ト
内
）

　
☎
０
８
６
９（
６
３
）７
２
０
０

　
FAX
０
８
６
９（
６
３
）７
５
０
０

　

tobi-j@
m

x52.tiki.ne.jp

　

赤
磐
商
工
会
地
域
の
食
品
、

工
業
品
な
ど
こ
だ
わ
り
の
商
品

を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
で
商
品
を
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
山
陽
産
業
会
館

■
参
加
費
／
無
料

■
申
し
込
み
／
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会

　
☎（
９
５
５
）０
１
４
４

●
催
し

築
１
０
０
年
の
町
家
で
挑
戦
！

永
瀬
清
子
の
生
家
で
雑
巾
が
け

と
布
絵
づ
く
り
、そ
し
て
朗
読

●
催
し

赤
磐
産
品
展
示・即
売
会

「
第
３
回 

や
っ
ぱ
り 

あ
か
い
わ
生
ま
れ
！
」

●
催
し

「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」講
演
会

●
催
し

東
備
福
祉
フ
ェ
ア

広報あかいわ（平成25年11月号） 8
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●きらり☆しあたー 子ども版映画上映会
　「影絵劇 藤城清治 ブレーメンのおんがくたい ほか2話」 16日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（子ども向け民話の語り） 17日㈰ 午後2時～2時30分

　
●ブックんのおはなしかい 2日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 13日㈬・27日㈬ 午前11時～11時20分
●アニメ上映会「ゆかいなゆかいなアニメコレクション」より
　トムとジェリーと仲間たちの楽しいお話 16日㈯ 午前11時～11時30分
●図書館スタンプラリー 11月30日㈯まで 午前10時～午後6時

●リサイクルＢＯＯＫフェア ｉｎ 熊山公民館まつり
　9日㈯～10日㈰ 午前10時～午後4時（10日は午後3時まで）
●なかよしタイム 12日㈫ 午前10時～正午
●おはなしのおへや 16日㈯ 午前11時～11時30分
●おはなしたまてばこ 30日㈯ 午後2時～3時
●図書館スタンプラリー 11月30日㈯まで 午前10時～午後6時

●アニメ上映会「銀河がマロを呼んでいる」 2日㈯ 午後2時～3時
●おはなし会 9日㈯・23日㈯ 午前10時30分～11時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 15日㈮ 午前10時～正午
●図書館スタンプラリー 11月30日㈯まで 午前10時～午後6時

●無料観望会　2日㈯ 午後6時～9時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内11 E V E N T  G U I D E  O N  N O V E M B E R

　11月9日から15日まで「消すまでは 心の警報 ＯＮのまま」を統
一標語に、秋季全国火災予防運動が実施されます。この運動は、火
災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普
及を図ることにより、火災の発生を防ぎ、高齢者などを中心とする死
者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的としています。
　今年の秋季火災予防運動行事としては、幼年消防クラブ員による防火パレードをはじめ、山陽小学校
で実施する公開消防訓練や一般住宅の防火診断などを計画しています。
　また、住宅用火災警報器の設置が義務付けられているなかで、より一層の普及啓発広報も実施してい
きます。まだ、設置がお済みでない場合は一日でも早く住宅用火災警報器の設置をお願いします。
　秋口から冬にかけてストーブやこたつなどの暖房器具の使用も多くなることから火災が発生しやすい
季節となりますので、これらの取り扱いに注意してください。

●問い合わせ先／消防本部予防課

秋の火災予防運動

　

新
酒
の
誕
生
を
祝
う
「
是
里

ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
」
を
ド
イ
ツ

の
森
で
開
催
し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
や
模
擬
店
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
い
し
い

ワ
イ
ン
と
一
緒
に
秋
を
満
喫
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
、
新
聞
折
り
込
み

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場
所
／
岡
山
農
業
公
園
ド
イ

ツ
の
森

■
そ
の
他
／
市
民
は
、
市
民
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
無

料
で
入
場
で
き
ま
す
。

※
ワ
イ
ン
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
運

転
す
る
場
合
は
試
飲
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
是
里
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（
ド
イ
ツ
の
森
内
）

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
１

•
本
庁
商
工
観
光
課

●
催
し

是
里
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト

広報あかいわ（平成25年11月号）9



情報ボックス
INFORMATION BOX

　ワカタケル大王は、雄略天皇と考えられている大王です。
雄略天皇と吉備、現在の赤磐の地は非常に密接な関係をもっ
ています。
　今年は、ＮＨＫ ＢＳ歴史館 シリーズ古代史ミステリー「古墳
の宝発見！ 大王ワカタケルの真実」にも出演され、古墳時代
に詳しい岡山大学の松木武彦先生に、赤磐市の正崎2号墳、
倉敷市の勝負砂古墳を中心に古墳時代の軍事的な側面につ
いてお話しいただきます。
■日時／12月8日㈰　午後1時30分～3時30分
■場所／中央図書館　　■対象／一般　　■定員／70人（先着順）
■受講料／無料　　■主催／教育委員会・山陽郷土資料館
■申込方法／電話・ＦＡＸなど　　■申込期間／10月29日㈫～12月6日㈮

●問い合わせ・申し込み先／山陽郷土資料館 ☎955-0710、FAX955-0758

ワカタケル大王と吉備～正
し ょ う ざ き

崎２号墳と勝
し ょ う ぶ ざ こ

負砂古墳の時代～

山陽郷土資料館ふるさと歴史セミナー

＜ 講  師 ＞
松木　武彦
（岡山大学教授）

　

赤
磐
市
内
か
ら
た
く
さ
ん
の

埴は
に
わ輪
が
出
土
し
て
い
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　

赤
磐
市
可
真
上
の
土
井
遺
跡

か
ら
は
県
下
初
の
埴
輪
窯
が
見

つ
か
り
、
兵
士
を
表
し
た
人
物

埴
輪
が
出
土
す
る
な
ど
、
興
味

深
い
発
掘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
展
で
は
、
赤
磐
市
内
か

ら
出
土
し
た
、
円え

ん
と
う筒
埴
輪
・
埴

輪
棺
・
人
物
埴
輪
・
家い

え
が
た形
埴
輪
・

馬う
ま
が
た形
埴
輪
・
蓋き

ぬ
が
さ
が
た形
埴
輪
な
ど
多

く
の
埴
輪
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
毎
年
開
催
し

て
い
る
人
気
の
資
料
館
講
座「
土

器
作
り
」
で
制
作
し
た
こ
れ
ま

で
の
受
講
生
の
作
品
も
展
示
し

ま
す
。

■
開
催
日
／
11
月
１
日
㈮
〜
12

月
15
日
㈰

※
休
館
日
（
月
・
祝
日
）

■
場
所
／
山
陽
郷
土
資
料
館

■
主
催
／
教
育
委
員
会
、
山
陽

郷
土
資
料
館

※
山
陽
郷
土
資
料
館
は
、
展
示
準

備
の
た
め
、
10
月
25
日
㈮
か
ら

31
日
㈭
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
出
品
作
品
募
集
中
！

　
「
土
器
作
り
」
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
企
画
展
に
ご
出

品
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

　

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
下
で
遺

跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

赤
磐
市
が
誇
る
国
指
定
史
跡
備

前
国
分
寺
跡
や
両
宮
山
古
墳
な

ど
、
調
査
を
行
っ
た
市
職
員
が

現
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
30
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

※
少
雨
決
行
・
天
候
に
よ
っ
て

は
中
止
の
場
合
あ
り

■
集
合
場
所
／
備
前
国
分
寺
跡

（
赤
磐
市
馬
屋
１
０
３
６
、
山

陽
児
童
館
す
ぐ
西
）

■
予
定
地
／
備
前
国
分
寺
跡
、

両
宮
山
古
墳
、
森
山
古
墳
、

朱
千
駄
古
墳
な
ど(

移
動
距

離
４
〜
５
キ
ロ
程
度)

■
定
員
／
40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
11
月
22
日
㈮

※
電
話
ま
た
は
担
当
課
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
文
化
財
班

●
催
し

山
陽
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
赤
磐
の
は
に
わ
＆
土
器
作
り
作
品
展
」

●
募
集

歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集
！
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、6ページの電話番号一覧をご覧ください。

11
月
は
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
で
す
︒

●
一
言
声
か
け
運
動
実
施
中
！

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
子
ど
も
は
赤
磐
の
宝
」を
あ
い
こ

と
ば
に
、一
言
声
か
け
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

︿
声
か
け
の
ポ
イ
ン
ト
﹀

・「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」な
ど
、ま
ず
は
あ
い
さ
つ
か
ら

・
自
然
な
態
度
と
親
し
み
や
す
い
言
葉
で

地
域
の
皆
さ
ん
、子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

い
じ
め
、非
行
、友
達
、家
族
な
ど
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。話
を

聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、気
持
ち
が
楽
に

な
り
ま
す
。一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
る
悩
み

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。相
談
員
が
お
話
を
聞
き
ま
す
。

▽
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
電
話
相
談〈
受
付
〉、面
接
相
談
）

　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎（
９
５
５
）８
０
８
０

▽
岡
山
県
青
少
年
相
談
員
制
度

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉　

　

・
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

☎（
９
５
５
）０
７
８
３

「
さ
し
の
べ
た

　 

そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
」

　

あ
な
た
の
電
話
が
子
ど
も
を

救
う
。「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た

ら
迷
わ
ず
連
絡
を
！

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
発
育
と
発
達
を
損
な
い
、

心
身
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、

ご
自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩

ん
だ
と
き
は
、
児
童
相
談
所
や

市
役
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
児
童
虐
待
と
は
…

•
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
け
る
、
戸
外
に
締
め

出
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ

せ
る
な
ど
。

•
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に

よ
る
虐
待
を
放
置
す
る
な
ど
。

•
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
面
前
で
配
偶
者
や
そ
の
他

の
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る

う
な
ど
。

•
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

◎
保
護
者
は
…

　

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
と
き

は
独
り
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
子
ど
も
た
ち
は
…

　

虐
待
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
は
我
慢
し
な
い
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
周
囲
の
人
は
…

　

子
育
て
中
の
親
子
を
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。
悩
ん
で
い
る
保

護
者
に
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
虐
待
と
思
わ
れ
た
と
き
は

相
談
・
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の

自
立
を
支
援
す
る
輪
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

　

虐
待
防
止
に
は
、
予
防
と
支

援
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
心
を
持
ち
、
大
切

な
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
支
え

合
う
地
域
に
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

■
相
談
窓
口

•
本
庁
子
育
て
支
援
課

•
岡
山
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
８
６（
２
３
５
）４
１
５
２

■
日
時
／
11
月
29
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
６
時
30
分

　
（
受
付
は
午
後
６
時
ま
で
）

■
場
所
／
中
央
公
民
館
第
３
会

議
室

■
相
談
内
容
／
法
律
問
題
全
般

■
相
談
時
間
／
30
分
以
内

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
弁
護
士
会

　
☎
０
８
６（
２
２
３
）４
４
０
１

●
お
知
ら
せ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

●
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
街
で
会
い
ま
し
ょ
う
！

弁
護
士
無
料
相
談
会
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ザ・コラム
The Column

●
防
災
一
口
メ
モ 

［ 

第
１
回 

］　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ら
し
安
全
課

「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」の
違
い
に
つ
い
て

　

台
風
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
で
「
避
難
準

備
情
報
」
や
「
避
難
勧
告
」、「
避
難
指

示
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
ど
ん
な
と
き
に
発
令
さ
れ
、

ど
れ
が
一
番
緊
急
性
が
高
い
か
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
中
で
緊
急
性
が
高
く
、
強
制
力

が
高
い
の
は
「
避
難
指
示
」
で
す
。
で

は
、
ど
う
い
う
と
き
に
発
令
さ
れ
る
か

順
を
追
っ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

●
避
難
準
備
情
報

　

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
行
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
発
令
さ
れ

ま
す
。
高
齢
者
や
避
難
に
時
間
が
か
か

る
人
に
早
め
に
避
難
を
促
し
ま
す
。

●
避
難
勧
告

　

災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
、
人

的
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い

と
き
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
対
象
住
民
に

安
全
な
場
所
へ
避
難
を
勧
め
る
も
の

で
す
。

●
避
難
指
示

　

状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
災
害
に
よ

る
人
的
被
害
の
危
険
性
が
非
常
に
高

ま
っ
た
場
合
や
人
的
被
害
が
発
生
し

た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。
避
難
指
示
が

出
た
場
合
は
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指

示
」
は
災
害
対
策
基
本
法
に
定
め
ら
れ

た
措
置
で
、
災
害
時
や
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
対
象
地
域
に
市
区

町
村
長
が
発
令
し
ま
す
。「
避
難
準
備

情
報
」
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

い
て
定
め
た
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
市
区
町
村
長
が
発
令
し
ま
す
。

●
消
費
の
ア
ド
バ
イ
ス 

［ 

第
25
回 

］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　
く
ら
し
安
全
課

　

最
近
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
契
約
に
あ

た
り
、「
事
業
者
か
ら
電
話
で
勧
誘
さ

れ
、
よ
く
理
解
せ
ず
、
言
わ
れ
る
ま
ま

に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
事
業
者
に
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
〝
遠
隔
操
作
〟
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
承
諾
し
て
い
な
い

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
契
約
に
申
し

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
の
遠
隔
操
作

　

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
が
提
供
す
る
遠

隔
操
作
機
能
や
遠
隔
操
作
用
の
無
料

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

で
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
、
自
分
の
パ
ソ

コ
ン（
Ａ
）の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
画
面
を
、

操
作
を
依
頼
し
た
相
手
の
パ
ソ
コ
ン

（
Ｂ
）
に
表
示
し
て
、
画
面
の
遠
隔
操

作
や
デ
ー
タ
の
転
送
な
ど
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
機
能

の
利
用
に
必
要
と
な
る
操
作
は
、
表
示

さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
相
手

に
伝
え
る
な
ど
だ
け
で
あ
る
た
め
、
す

ぐ
に
遠
隔
操
作
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

①
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
勧
誘
業
者
に
遠

隔
操
作
さ
せ
て
契
約
を
し
な
い
こ
と
。

②
契
約
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て

契
約
す
る
こ
と
。
必
要
が
な
け
れ

ば
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
。

③
困
っ
た
と
き
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
赤
磐
市
消
費
生
活
相
談
室
（
本
庁
２
階
）

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

　
月
〜
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

“
遠
隔
操
作
”に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（J-A
LER

T

）の
緊
急
地
震
速
報
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。市
内
全
域
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
や
戸
別
受
信
機
か

ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

訓
練
実
施
に
あ
た
り
、事
前
に
防

災
行
政
無
線
放
送
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、訓
練
の
周
知

に
努
め
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
29
日
㈮

　

午
前
10
時
15
分
ご
ろ

■
対
象
地
域
／
市
内
全
域

■
問
い
合
わ
せ
先

・
く
ら
し
安
全
課
危
機
管
理
班

　

☎（
９
５
５
）２
６
５
０
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図書館通信
LIBRARY NEWS

おすすめ

今月の
 年を重ねることはおもしろい
 ●吉沢　久子／著
 ●さくら舎／出版

 さよならぷよぷよ肉・冷え・むくみ 今日から水出し生活
 ●石原　新菜／著
 ●メディアファクトリー／出版

 「てにをは」からやりなおす日本語レッスン
 ●町田　健／著
 ●技術評論社／出版

 本日のまかないも最高なり！
 ●内田　悟／著
 ●メディアファクトリー／出版

＜一般書編＞

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。
　免許証、健康保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■11月の休館日

赤磐市内全図書館休館日●各図書館の問い合わせ先
♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『影絵劇 藤城清治「ブレーメンのおんがくたい」ほか2話』（39分）
　動物たちが愉快な大活躍を繰り広げる「ブレーメン
のおんがくたい」、スカンクがオナラでヒグマたちに立
ち向かう「スカンクカンクプー」、幻想的な物語「海に落
ちたピアノ」。楽しさと感動にあふれた音楽影絵劇。
■日時／11月16日㈯　午後2時～
■場所／中央図書館 多目的ホール
■参加費／無料　　■申し込み／不要

きらり☆しあたー：子ども版映画上映会

■調査期間／平成24年9月1日～平成25年8月31日

＜一般書＞
①『虚像の道化師』
　東野　圭吾／著　（貸出…105回 ・ 複本…5冊）
②『置かれた場所で咲きなさい』
　渡辺　和子／著　（貸出…104回 ・ 複本…6冊）
③『64』
　横山　秀夫／著　（貸出 …104回 ・ 複本…6冊）
＜児童書＞
①『かいけつゾロリのじごくりょこう』
　原　ゆたか／さく・え（貸出…106回 ・ 複本…8冊）
②『はらぺこあおむし』
　エリック・カール／さく（貸出…105回 ・ 複本…9冊）
③『かいけつぞろりのてんごくとじごく』
　原　ゆたか／さく・え（貸出…99回 ・ 複本…7冊）

赤磐市立図書館貸出ベスト３

■日時／11月16日㈯　午前11時～11時30分
■場所／赤坂公民館１階ボランティアルーム
■内容／『ゆかいなゆかいなアニメコレクション』より

　　　トムとジェリーと仲間たちの楽しいお話。
■参加費／無料　　■申し込み／不要

アニメ上映会

　期間中に本を借りた人にスタンプを1つ押します。
スタンプが5つ集まった人に図書館オリジナルグッズ
をプレゼント！
■期間／11月30日㈯まで
■場所／赤坂・熊山・吉井図書館

図書館スタンプラリー（赤坂・熊山・吉井図書館）

　図書館で不要になった雑誌や書籍を差し上げます。
皆さんお誘い合わせの上、お気軽にお越しください。
■日時／11月9日㈯～10日㈰
　　　　午前10時～午後4時（10日は午後3時まで）
■場所／くまやまふれあいセンター１階ホール

リサイクルBOOKフェア ｉｎ 熊山公民館まつり

　絵本の読み聞かせや、紙芝居おじさんもやってくる
楽しいお話会です。みんな見に来てね！
■日時／11月30日㈯　午後2時～3時
■場所／くまやまふれあいセンター１階
■参加費／無料　　■申し込み／不要

おはなしたまてばこ

読書って
すばらしいっ!!

2013年・第67回読書週間
■期間／10月27日㈰～11月9日㈯
■テーマ／『本と旅する 本を旅する』

広報あかいわ（平成25年11月号）13



スポーツの話題
SPORTS TOPICS

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
水
曜
日
に

15
分
以
上
運
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
軟
式
野
球

の
「
熊
山
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
」
で
す
。

　

毎
週
土
曜
日
・
日
曜
日
に
熊
山

運
動
公
園
な
ど
で
、
午
前
８
時
か

ら
約
４
時
間
、
19
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

野
球
を
通
し
て
団
体
行
動
な
ど

を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
、
指
導

者
一
丸
と
な
っ
て
楽
し
く
、
と
き

に
は
厳
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望
す

る
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内
容
・

場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
水

曜
日
以
外
の
活
動
で
も
掲
載
可
能

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２

熊山軟式野球スポーツ少年団

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
⑯

西﨑涼司君（左）と西﨑剛司君（右）

A
didas C

U
P2013 

第
28
回

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

（U
-15

）
大
会
（
北
海
道
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
3
年

　

西
﨑　

涼
司
（
桜
が
丘
東
４
）

◦
桜
が
丘
中
学
校
3
年

　

西
﨑　

剛
司
（
桜
が
丘
西
８
）

第
36
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会
（
東
京
都
）

◦
山
陽
北
小
学
校
６
年

　

西
田　

圭
希
（
桜
が
丘
西
９
）

2013

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
（
東
京
都
）

◦
赤
坂
中
学
校
２
年

　

楢
嵜　

秀
都
（
山
手
）

◦
笹
岡
小
学
校
６
年

　

楢
嵜　

駿
都
（
山
手
）

◦
笹
岡
小
学
校
４
年

　

楢
嵜　

隆
都
（
山
手
）

2013

少
林
寺
拳
法
世
界
大
会

in O
saka,Japan

（
大
阪
府
）

◦
瀬
戸
南
高
等
学
校
１
年

　

今
井　

一
葉
（
桜
が
丘
西
７
）

◦
瀬
戸
南
高
等
学
校
１
年

　

岩
井　

力
也
（
山
陽
６
）

Japan Cup 2013

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

日
本
選
手
権
大
会
（
東
京
都
）

◦
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
３
年

　

青
山　

瑞
季
（
桜
が
丘
西
10
）

赤
磐
市
長
杯
第
６
回
市
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

市
民
対
象
の
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
開
催
日
／
11
月
25
日
㈪

■
受
付
／
午
前
８
時
30
分
〜
（
小

雨
決
行
・
雨
天
延
期
）

■
場
所
／
赤
磐
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
（
中
島
）　

■
参
加
費
／
１
人
２
０
０
円
（
申

し
込
み
後
の
返
金
不
可
）

■
参
加
資
格
／
市
内
在
住
在
勤
者

■
申
込
方
法
／
11
月
８
日
・
９

日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
の
間

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

で
実
行
委
員
が
申
し
込
み
受
け

付
け
を
し
ま
す
。
参
加
費
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

５
人
１
組
で
の
申
し
込
み
で
す

が
、お
１
人
で
も
可
能
で
す
（
先

着
３
０
０
人
）。

■
主
催
／
赤
磐
市
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

平
成
25
年
度
赤
磐
市

青
少
年
剣
道
大
会

■
開
催
日
／
８
月
25
日

■
場
所
／
桜
が
丘
中
学
校
体
育
館

◎
個
人
戦

〈
低
学
年
男
子
の
部
〉

◦
第
３
位
…
大
守　

陽
向
（
熊
山
）

〈
低
学
年
女
子
の
部
〉

◦
第
３
位
…
直
木　

美
々
（
赤
坂
）

◦
第
３
位
…
杉
本　

七
彩
（
山
陽
）

〈
高
学
年
男
子
の
部
〉

◦
第
２
位
…
直
木　

脩
蘭
（
赤
坂
）

◦
第
３
位
…
原　
　

幸
輝
（
熊
山
）

〈
高
学
年
女
子
の
部
〉

◦
第
１
位
…
原　
　

愛
音
（
熊
山
）

◦
第
２
位
…
山
崎　
　

茜
（
熊
山
）

◦
第
３
位
…
吉
原　
　

輝
（
赤
坂
）

◦
第
３
位
…
芦
田　
　

楓
（
城
南
）

〈
中
学
男
子
の
部
〉

◦
第
１
位
…
西
村　

結
良
（
白
陵
中
）

〈
中
学
女
子
の
部
〉

◦
第
２
位
…
髙
馬　

果
歩
（
赤
坂
）

〈
高
校
・
一
般
男
子
〉

◦
第
１
位
…
髙
馬　

義
弘
（
赤
坂
）

◦
第
２
位
…
歳
森　

創
太
（
赤
坂
）

〈
高
校
・
一
般
女
子
〉

◦
第
１
位
…
伊
永　

衣
里
（
熊
山
）

◦
第
３
位
…
西　
　

萌
花
（
熊
山
）

◎
団
体
戦

〈
低
学
年
の
部
〉

◦
第
１
位
…
熊
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◦
第
３
位
…
赤
坂
剣
友
会

〈
高
学
年
の
部
〉

◦
第
１
位
…
熊
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

全
国
大
会
出
場

募　
集

結　
果
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◎スポーツ振興課（山陽ふれあい公園内） ▶ ☎955-4432／FAX 955-0507

　

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
第
68

回
国
民
体
育
大
会
」
に
岡
山
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
赤
磐
市
関
係

の
監
督
・
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
サ
ッ
カ
ー
競
技

〈
成
年
男
子
〉

◦
五
百
川
慎
也
（
桜
が
丘
西
10
）

〈
少
年
男
子
〉

▽
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
２
年

◦
粟
井　
　

快
（
桜
が
丘
西
10
）

▽
玉
野
光
南
高
等
学
校
１
年

◦
土
居　

晃
貴
（
桜
が
丘
西
１
）

◆
ボ
ー
ト
競
技

〈
少
年
女
子
〉

▽
岡
山
東
商
業
高
等
学
校
３
年

　

矢
部　

桃
子
（
下
仁
保
）

◆
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

〈
少
年
女
子
〉

▽
瀬
戸
高
等
学
校
３
年

◦
大
塚　
　

彩
（
桜
が
丘
東
１
）

◦
射
矢　

美
紗
（
小
瀬
木
）

◦
竹
元　

梨
紗
（
山
陽
３
）

▽
瀬
戸
高
等
学
校
２
年

◦
白
石
莉
奈
子
（
桜
が
丘
東
５
）

◦
山
形　

美
遥
（
小
瀬
木
）

▽
山
陽
女
子
高
等
学
校
１
年

◦
田
渕
亜
沙
未
（
可
真
上
）

第
68
回
国
民
体
育
大
会（
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
）︿
東
京
都
﹀出
場
者

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

〈
少
年
男
子
〉

▽
玉
野
光
南
高
等
学
校
３
年

◦
駒
田　

善
大
（
小
瀬
木
）

〈
成
年
女
子
〉

◦
田
上　

理
賀
（
桜
が
丘
西
６
）

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

〈
成
年
女
子
・
監
督
〉

◦
和
田　
　

洋
（
桜
が
丘
東
６
）

〈
少
年
女
子
〉

▽
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
１
年

◦
西
中
川
茉
央
（
桜
が
丘
西
３
）

◆
剣
道
競
技

〈
少
年
女
子
〉

▽
西
大
寺
高
等
学
校
３
年

◦
髙
馬　

涼
子
（
惣
分
）

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

〈
成
年
女
子
・
監
督
〉

◦
河
本　

昭
義

〈
成
年
女
子
・
選
手
〉

◦
𠮷
田
み
な
み　

◦
山
口　
　

舞

◦
宮
下　
　

遥　

◦
関　
　

李
香

◦
福
田　
　

舞　

◦
森
田　

結
香

◦
小
林
亜
里
沙　

◦
川
畑　

愛
希

◦
川
島
亜
依
美　

◦
丸
山　

亜
季

◦
卜
部　

里
菜　

◦
村
田
奈
都
美

（
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
）

土居君（左）と粟井君（右）

左上から白石さん、山形さん、田淵さん
左下から竹元さん、射矢さん、大塚さん

◦
第
３
位
…
城
南
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◦
第
３
位
…
赤
坂
剣
友
会

〈
中
学
校
の
部
〉

◦
第
３
位
…
岡
山
白
陵
中
学
校
Ａ

◦
第
３
位
…
赤
坂
中
学
校

〈
高
校
・
一
般
の
部
〉

◦
第
２
位
…
赤
坂

◦
第
３
位
…
熊
山
Ａ

第
４
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
開
催
日
／
９
月
８
日

■
場
所
／
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト　

■
出
場
組
数
／
41
組

〈
一
般
男
子
〉

◦
第
１
位
…
黒
原
・
楠
本

◦
第
２
位
…
阿
部
・
陣
内

◦
第
３
位
…
羽
深
・
若
林

〈
シ
ニ
ア
男
子
〉

◦
第
１
位
…
渋
野
・
川
崎

◦
第
２
位
…
玉
田
・
南

◦
第
３
位
…
東
・
中
村

〈
シ
ニ
ア
女
子
〉

◦
第
１
位
…
小
倉
・
岸
田

◦
第
２
位
…
嶋
田
・
香
山

◦
第
３
位
…
和
田
・
有
利

〈
中
学
男
子
〉

◦
第
１
位
…
池
上
・
長
櫓
（
桜
が
丘
）

◦
第
２
位
…
多
々
野
・
小
竹
（
高
陽
）

◦
第
３
位
…
入
矢
・
前
田
（
磐
梨
）

〈
中
学
女
子
〉

◦
第
１
位
…
金
光
・
瀧
本
（
磐
梨
）

◦
第
２
位
…
中
山
・
三
村
（
桜
が
丘
・
高
陽
）

◦
第
３
位
…
森
本
・
小
倉
（
磐
梨
）

赤
磐
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

■
開
催
日
／
９
月
11
日

■
場
所
／
赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

〈
男
性
の
部　

出
場
者
39
人
〉

◦
第
１
位
…
長
谷
井
賢
治
（7

0
.6

）

◦
第
２
位
…
周
藤
泰
彦
（7

2
.0

）

◦
第
３
位
…
石
井
知
志
（7

2
.0

）

◦
第
４
位
…
森　

充
朗
（7

2
.6

）

◦
第
５
位
…
末
井
信
吾
（7

2
.6

）

〈
女
性
の
部　

出
場
者
22
人
〉

◦
第
１
位
…
坂
手
知
世
（6

9
.2

）

◦
第
２
位
…
斉
藤
登
美
子
（7

0
.4

）

◦
第
３
位
…
伊
井
道
子
（7

1
.2

）

◦
第
４
位
…
川
上
三
与
子
（7

1
.6

）

◦
第
５
位
…
山
本
有
香
（7
2

.8

）

第
15
回
赤
磐
市
射
撃
大
会

■
開
催
日
／
９
月
８
日

■
場
所
／
備
前
射
撃
場

◦
優　

勝
…
松
田
典
章
（
可
真
下
）

◦
準
優
勝
…
福
安
秀
雄
（
桜
が
丘
西
３
）

◦
第
３
位
…
日
原
春
幸
（
桜
が
丘
西
６
）

◦
第
４
位
…
兼
崎
勝
信
（
町
苅
田
）

◦
第
５
位
…
佐
倉
弘
昌
（
山　

口
）

◦
第
６
位
…
重
利
隆
一
（
東
軽
部
）

◦
第
７
位
…
岸
田
元
一
（
尾　

谷
）

◦
第
８
位
…
山
本
勝
敏
（
岩　

田
）

◦
第
９
位
…
重
友
新
太
郎
（
桜
が
丘
西
１
）

◦
第
10
位
…
岡
野　

修
（
河
田
原
）
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■その他の公民館の住所・問い合わせ先
○笹岡公民館（坂辺9／☎957-2214）

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この公民館情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

歴史講座
山陽郷土資料館企画展（赤磐のはにわ＆土器作り作品展）
■日時／11月26日㈫　午前10時～11時30分
　　　　（※赤坂公民館　午前9時50分集合）
■場所／山陽郷土資料館
■講師／伴　祐子（山陽郷土資料館職員）
■対象／一般　　■定員／25人
■参加費／100円　　■申込開始日／11月1日㈮

熊山公民館まつり～体験型トークショー～
「続・恐竜博士がやってくる」
きょうりゅうはかせが肉食恐竜について楽しくお話をし
てくれます！ きょうりゅうクラフトを作ったり、化石や標
本も見られるかも？
■日時／11月9日㈯　午前10時～正午
■場所／くまやまふれあいセンター 多目的ホール
■講師／石垣　忍（林原自然科学博物館 館長）
■内容
　◦午前10時～　おはなし
　　　質問を交えながら楽しくトークショー
　◦午前10時50分～
　　　きょうりゅうはかせの「作ってみよう！」
　　　きょうりゅうクラフトを作るよ。
■定員／講演…300人程度
　　　　恐竜クラフト…100人（先着順）
　　　　※恐竜クラフトの対象は中学生まで
■申し込み／不要

ドキドキ講座「里山の生き物」
里山にいる鳥や生き物を探して観察してみよう！
■日時／11月16日㈯　午前9時～11時
■場所／赤坂ファミリー公園周辺
■集合場所／赤坂ファミリー公園駐車場
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／草むらに入ってもよい服装、帽子、水筒、網など
■申込開始日／11月5日㈫

ドキドキ講座「水辺の生き物」
水辺に住んでいる鳥や生き物を探してみよう！
■日時／12月7日㈯　午前9時～11時
■場所／砂川
■集合場所／赤坂地域　入江橋（パンダ公園）
■対象／幼児～一般　　■参加費／無料
■持ち物／動きやすい服装、帽子、水筒、双眼鏡
■申込開始日／11月25日㈪

熊山公民館まつり～ミニ四駆大会～
「自分のミニ四駆でレースに参加してみよう！」
午前の工作教室では、自分でミニ四駆を作ります。完成
したミニ四駆を特設コースで走らせてみよう！
午後からは同じ場所でミニ四駆大会を開催します。自
分で作ったミニ四駆でお友達とレースをしてみよう！最
後まで参加していると抽選会で何か当たるかも!?
■日時／11月10日㈰
　◦ミニ四駆工作教室・相談室
　　　午前9時30分～11時30分
　◦ミニ四駆大会（受付…午後1時～）
　　　▷ジュニア大会…午後1時30分～
　　　▷オープン大会…ジュニア大会終了後
　　　▷抽選会…大会終了後
■場所／くまやまふれあいセンター 多目的ホール
■内容
　◦工作教室（初めてミニ四駆を作る人）
　　 　※ミニ四駆を作ります。改造はしません。
　◦ミニ四駆大会
　　　▷ジュニア大会（小学生まで）
　　　　※規則はタミヤ公式規則とします。
　　　▷オープン大会（幼児から大人まで）
　　　　※規則はタミヤ公式規則とします。
■対象／幼児～一般
■定員／ミニ四駆工作教室・相談室…20人程度
　　　　ミニ四駆大会…各レース50人程度
■参加費／工作教室…1,000円程度
　　　　　（ミニ四駆・電池などの材料代含む）
　　　　　ミニ四駆大会…無料
■持ち物／自分のミニ四駆
■申し込み／当日受付

天文台で薫製づくりを楽しもう
冬はたき火の恋しい季節。竜天天文台でたき火を使っ
た薫製づくりに挑戦してみませんか。
■日時／12月7日㈯　午後2時～6時
■場所／竜天天文台公園
■内容／たき火を使った簡単薫製づくり、
　　　　星空観察（当日は金星が最大光度）
■対象／一般（親子で参加可）　　■定員／20人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／11月11日㈪

●吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）

●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）

●赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211） ●熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
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公民館で活動しているグループの舞台発表や作品展示を
します。皆さんのお越しをお待ちしています。
◎中央公民館まつり
■日時／11月9日㈯　午前9時～午後4時
　　　　11月10日㈰　午前9時～午後3時
■内容／舞台発表、いろいろな体験コーナー、本の読み聞か

せ、工作コーナーや豚汁、おにぎり、焼きそばなどの販売
◎熊山公民館まつり・秋の文化祭
■日時／11月9日㈯　午前9時～午後4時
　　　　11月10日㈰　午前9時～午後3時
■内容／いろいろな体験コーナー、バザー、スタンプラ

リー、おこわやお寿司などの販売
◎赤坂公民館まつり（学びの駅2013）〈第42回〉
■日時／11月16日㈯　午前9時～午後5時
　　　　11月17日㈰　午前9時～午後3時30分
■場所／赤坂公民館、赤坂体育センター、赤坂健康管理センターほか
■内容／作品展示、舞台発表、皆さんが参加できる体験コーナー

パソコン講座（講座で使用するのはすべてVistaです）
［各コース共通］
■対象／一般　　■定員／各回10人
■申込開始日／１１月１日㈮
※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）。

①１日で覚える「ワードでハガキやＰＯＰを作ろう」
■日時／11月21日㈭　午前9時～午後4時30分
　　　　（※休憩…正午～午後1時30分）
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

②１日で覚える「筆まめで年賀状を作ろう」
■日時／１2月1日㈰　午前9時～午後4時30分
　　　　（※休憩…正午～午後1時30分）
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

思い出作り教室⑧
子どもたちの放課後支援を目的に身近な材料で工作・工
芸や、なつかしい遊具12種類が体験できます。遊びを通し
て「年下を思いやる心」を学びます。
■日時／11月6日㈬～22日㈮　午後4時～5時
　　　　※火曜日、日曜日、祝日は教室を休みます。
■対象／幼児、小学生、一般　　■定員／なし
■参加費／無料
■申し込み／不要（期間中何回でも利用できます）

そば打ち教室
本格指導者による「三たて」（挽きたて・打ちたて・ゆでた
て）のおいしさは格別です。あなたも体験してみては！
■日時／11月30日㈯　午前10時～午後1時
■講師／数原　健功（新見市そば道場 田舎屋）
■対象／小学5年生～一般　　■定員／24人
■参加費／1,000円　　■申込開始日／11月8日㈮

第39回ブルーシャトーコンサート
『JAZZ LIVE ～PIANO MEETS SAXOPHONE～』
山本博之 PLUS ONE
■日時／11月16日㈯　午後2時～3時
■出演／山本博之 PLUS ONE
■曲目／「THERE IS NO GREATER LOVE」「MISTY」
「MY ROMANCE」「TAKE THEʻAʼTRAIN」 etc.

■対象／乳幼児～一般　　■入場料／無料
■申し込み／不要

おしゃべりカフェ 健康シリーズ③
メインテーマ「輝く自分に会いにいこう！」
■日時／11月8日㈮　午後1時～4時
■内容
　◦『高血圧と心臓・腎臓』
　◦『ためしてナットク・聞いてナットク』
■共催・講師／赤磐医師会病院の皆さん
　　　　　　 山陽地域栄養委員会の皆さん
■対象／一般　　■定員／50人
■参加費／無料　　■持ち物／マイカップ
■申し込み／不要

わたしたちのまちの安全マップを作ろう
安全・安心の地域づくりに参加しませんか！ 山陽西小学校
区を中心に子どもたちのための安全マップを作ります。
■日時／11月21日㈭　午前10時～午後3時30分
■講師／西大寺ワンワンクラブ
■対象／一般　　■定員／50人
■参加費／無料　　■申込開始日／11月8日㈮

わが里の味・料理教室
わがふるさとあかいわの地産・地消で、おふくろの味を
作ってみませんか！
■日時／11月16日㈯　午前10時～午後1時
■講師／岡本　タミ枝
■対象／一般　　■定員／16人
■参加費／300円　　■申込開始日／11月1日㈮

●公民館まつり（各公民館）

●高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）

●西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）

●中央公民館 （下市337／☎955-0069）
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●赤磐市の人口 （平成25年10月1日現在）

人 　 口 44,942 人 （ －13 ）
男 　 性 21,528 人 （ －10 ）
女 　 性 23,414 人 （ － 3 ）
世 帯 数 17,529 世帯 （ ＋ 2 ）

※（　）は9月1日との差

●平成25年9月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成25年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（3）
0

（2）
0

（1）
0

（15）
0

（21）
8

（75）
54

（467）
15

（120）
17

（128）
94

（790）
東出
張所

0

（2）
0

（0）
0

（0）
1

（3）
1

（5）
4

（29）
33

（199）
5

（52）
6

（44）
48

（324）

北出
張所

0

（2）
0

（0）
1

（1）
1

（2）
2

（5）
4

（19）
13

（146）
2

（32）
1

（8）
20

（205）

計 0
（7）

0
（2）

1
（2）

2
（20）

3
（31）

16
（123）

100
（812）

22
（204）

24
（180）

162
（1319）

●平成25年9月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
25年9月中 93 18 1 2 20 75 
24年9月中 91 33 0 0 52 58 
増        減 2 -15 1 2 -32 17 
25年9月末 756 190 4 15 223 566 
24年9月末 848 260 0 21 328 588 
増        減 -92 -70 4 -6 -105 -22 

●今月の交通標語 「 本当に 安全ですか？ そのそくど 」

●11月の税などを期限内に納めましょう
固 定 資 産 税 4 期
国 民 健 康 保 険 税 6 期
介 護 保 険 料 6 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 5 期

※期限は12月2日まで

●11月の休日当番医（窓口受付 9:00~17:00）

11月3日㈰
桜井内科 ☎957-3012

石原医院 ☎086-952-0162

4日㈪
桜が丘クリニック ☎955-8025

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎086-952-1166

10日㈰
赤磐医師会病院(小児科) ☎955-6688

景山医院 ☎995-2299

17日㈰
ふよう内科クリニック ☎955-7110

片山医院 ☎086-229-2166

23日㈯
戸川クリニック ☎957-3057

赤磐皮膚科形成外科 ☎956-4112

24日㈰
戸田小児科医院 ☎955-3121

さくら整形クリニック ☎995-9720

※■は、公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については10月8日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】 月曜日～木曜日（祝休日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川　進太郎

11月8日㈮
13:00～16:00

桜が丘いきいき交流センター
小会議室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【なやみごと（人権）】
相談員／人権擁護委員

【行政】
相談員／行政相談委員

11月1日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

11月13日㈬
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

11月20日㈬
13:00～15:00

仁美農村振興センター 吉井支所市民生活課
☎954-1183

【多重債務】
随時（土、日、祝休日は除く）
破産・任意整理の相談は、無料法律相談日以外でも弁護士による
電話相談として受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
山陽ふれあい公園
トレーニングルーム
　有酸素運動中心の器
具を設置しています。ト
レーニングで健康づくり
を始めましょう（ご利用
には初心者講習の受講
が必要です）。
◇利用料金
　当日券…300円
　回数券（11枚つづり）…3,000円
◇利用時間
　平日・土曜日…午前9時～午後9時
　日曜日・祝日…午前9時～午後5時
◇休館日 
　月曜日・祝日の翌日（土・日を除く） 
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●11月の検診・定期救急講習など
1 金 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付9:45～10:30

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日 ㊡山陽郷土資料館

4 月 ㊡山陽郷土資料館

5 火 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診［山陽地域］

6 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

7 木 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

8 金
⃝胸部レントゲン検診［山陽地域］
⃝母親学級（山陽保健センター） 受付9:15～9:30

★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月 ㊡山陽郷土資料館

12 火

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診［山陽地域］
⃝1歳6か月児健診（吉井保健センター） 受付12:45～13:00

⃝3歳児健診（吉井保健センター） 受付13:00～13:15

⃝献血（赤坂支所） 受付15:00～16:30

13 水 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診［山陽地域］
㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

14 木 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診［山陽地域］

15 金 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診［山陽地域］

16 土 ㊡桜が丘出張所 

17 日

18 月

⃝大腸がん検診〈～22日〉（山陽保健センター） 受付9:00～16:00

⃝大腸がん検診〈～20日〉（赤坂支所健康福祉課） 受付9:00～16:00

⃝大腸がん検診〈～20日〉（熊山保健福祉総合センター） 受付9:00～16:00

⃝大腸がん検診〈～20日〉（吉井支所健康福祉課） 受付9:00～16:00

㊡山陽郷土資料館

19 火 ⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

20 水
⃝2歳6か月児健診［歯科］（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木

22 金

23 土  ㊡山陽郷土資料館 ㊡桜が丘出張所

24 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室） 9:00～12:00

25 月 ㊡山陽郷土資料館 ★交通安全日

26 火 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付12:45～13:15

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター ㊡桜が丘出張所

28 木

29 金 ⃝健康相談［吉井地域］（吉井保健センター） 9:30～11:00

30 土 ㊡桜が丘出張所 ★交通事故・交通違反ゼロの日

●11月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G海洋センター

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

トレーニング
ル ー ム

屋 内
プール

1 金 ★

改
修
工
事
の
た
め
11
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

11
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
３１
日
ま
で
お
休
み
し
ま
す

2 土

3 日

4 月

5 火 休館日 休館日
6 水 休館日
7 木

8 金 ★
9 土

10 日 ★
11 月 休館日 休館日
12 火 休館日
13 水

14 木

15 金 ★
16 土

17 日

18 月 休館日 休館日
19 火 休館日
20 水

21 木

22 金 ★
23 土

24 日 ★
25 月 休館日 休館日
26 火 休館日
27 水

28 木

29 金 ★
30 土

★トレーニングルーム初心者講習実施日
◎お知らせ…山陽ふれあい公園屋内プールは更衣室、給湯用

設備などの修繕工事のため11月1日から平成26年3月31日
まで休業します。
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　《開館時間》
　　平日・土曜日 9:00～21:00／日曜日・祝日 9:00～17:00

　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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　国民年金は、すべての公的年金の基礎となる年金ですが、
国民年金で不足する老後の家計を補うため、国民年金の上
乗せ年金として、農業者だけが加入できる農業者年金制度
があります。加入資格は以下のとおりです。詳しくはお問い合
わせください。
■特徴

・積立方式・確定拠出型で安心
・保険料は加入者自ら月額2万円〜6万7千円までの間で

月毎に見直し可能
・終身年金（早く亡くなっても80歳までの保証付き）
・社会保険料控除など税制面での優遇措置
・農業の担い手には条件を満たせば保険料の国庫補助

あり
■加入資格

①国民年金の第1号被保険者（※国民年金の付加年金
への加入が必要になります）

②60歳未満の人
③年間60日以上農業に従事している人
※加入資格とは別に以下の条件で保険料の国庫補助を

受けられます。
ア　60歳までに保険料納付期間が20年以上見込まれる人
イ　農業所得が900万円以下の人
ウ　認定農業者で青色申告者など

■問い合わせ先
　・本 庁 農 林 課　☎955-6174
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1319

　農地が適正に管理されていないため繁茂した雑草が放置
されている状況が見受けられます。こうした状況では、冬場
の火災や害虫発生による農作物被害の原因となるだけでな
く、周辺の安全な生活環境や、耕作活動に悪影響を及ぼす
ことになります。
　農地の所有者または耕作者は、農地が荒廃しないよう雑
草の草刈りや耕作により、適正な管理をお願いします。
■問い合わせ先
　・本 庁 農 林 課　☎955-6174
　・赤坂支所産業建設課　☎957-4824
　・熊山支所産業建設課　☎995-1217
　・吉井支所産業建設課　☎954-1319

　国土交通省は、12月1日現在で、5年に一度の「住生活総
合調査」を行います。
　この調査は、住生活基本法に基づく住生活の安定・向上に
ついての総合的な施策を推進する上で必要となる基礎資料
を得るために、居住環境を含めた住生活全般に関する実態
や居住者の意向・満足度などを総合的に調査するものです。
　今回は、10月に実施された「住宅・土地統計調査」に回答
いただいた世帯の中から一部を抽出し、調査をお願いするこ
ととなっています。
　11月21日㈭から12月10日㈫までの間、統計調査員証を
持った調査員が、対象となった世帯を訪問しますので、調査
をお願いする皆さんには重ねてお手数をおかけすることとな
りますが、調査票に記入していただいた内容は、住生活総合
調査以外の目的に使用することはありませんので、安心して
ご記入ください。皆さんのご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁都市計画課　☎955-1485

　赤磐市広域路線バス（赤磐・美作線）のご利用について、
11月1日㈮から宇野バスと同様のサービスとして「おかやま愛
カード（運転免許証自主返納カード）」をお持ちの人は、カード
提示での運賃が半額となります（※10円未満切上げ、ほかの
割引との併用は不可）。
　多くの皆さんにご利用いただきますようお願いします。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課　☎955-2692

※「おかやま愛カード」は、「高齢者交通安全支援協賛店の
証」を掲示しているお店で、カードを提示することにより割
引などのサービスを受けることができます。詳しくは、最寄り
の警察署または岡山県警察本部（☎086-234-0110）へお
問い合わせください。

平成25年住生活総合調査にご協力ください農業者年金に加入しませんか？

農地の適正な管理について
11月と12月は耕作放棄地解消強化月間です

おかやま愛カードによる広域路線バス運賃割引
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桒田　篤子 さん 清水　紀子 さん

　市では、9月3日開催の市議会定例
会で、新たに内田慶史副市長（西中・
62歳）を議会の同意を得て選任しまし
た。任期は9月4日から4年間です。
■問い合わせ先
　・本庁秘書企画課
　　☎955-4770

　教育委員会では、9月16日開催の教
育委員会会議で、新たに永島英夫教
育長（備前市三石・64歳）を任命しまし
た。任期は9月16日から4年間です。
■問い合わせ先
　・教育委員会教育総務課
　　☎955-6807

　6期18年の長きにわたり人権擁護委員として活動いただい
た山陽地域の長光惠さんが9月末をもって任期満了となり退
任し、新しく桒田篤子さんが委員として就任、また、2期6年に
わたり活動いただいた吉井地域の釜口知子さんが9月末を
もって退任し、新しく清水紀子さんが委員として就任しました。
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱したさまざまな分野で
活動している人たちです。地域の中で人権思想を広め、地
域住民の人権が侵害されないように配慮し、法務局と連携し
ながら、市民の人権を守るために中立・公正な立場で人権相
談や啓発活動などを行っています。なやみごと（人権）相談は、
各地域で定期的に開催しています。身近な問題でお困りの
人は、お気軽にご相談ください。
■問い合わせ先
　・本庁協働推進課　☎955-1114

　平成25年度第2回赤磐市行財政改革審議会を開催しま
す。
■日時　11月7日㈭　午後1時30分〜
■場所　本庁2階第1会議室（※会議は傍聴できます）
■問い合わせ先　本庁財政課　☎955-2693

　9月9日、人権啓発ポスターおよび人権標語審査会を開催
し、人権啓発ポスターについては平成26年版赤磐市人権啓
発カレンダー採用作品29点、人権標語については最優秀作
品1点、優秀作品12点が選ばれました。
■人権啓発ポスター

藤原敬弥（山陽小学校3年）／遠藤夢歩（山陽小学校5年）
額田都夢（山陽西小学校2年）／原田日和（山陽西小学校3年）
末藤百音（山陽西小学校4年）／平原芽育（山陽西小学校4年）
黒澤優大（山陽西小学校6年）／川藤百華（山陽東小学校6年）
木村元彦（山陽北小学校2年）／岡﨑純汰（山陽北小学校3年）
中藤鞍之助（石相小学校1年）／山岡絢桂（石相小学校1年）
小坂帆乃（石相小学校2年）／中藤妃奈乃（石相小学校6年）
野上　翔（軽部小学校4年）／神原　稜（軽部小学校5年）
田中　文（磐梨小学校2年）／金光桔佳（磐梨小学校3年）
大橋　颯（磐梨小学校6年）／小山和奏（磐梨小学校6年）
中原渉希（城南小学校2年）／小林夏子（城南小学校5年）
西原夕雨葵（城南小学校6年）／種田勇斗（仁美小学校3年）
佐々木凌平（高陽中学校2年）／市来綾乃（桜が丘中学校3年）
横田祐輝（赤坂中学校2年）／矢部成弥（磐梨中学校2年）
景山華音（吉井中学校3年）

■人権標語
＜最優秀賞＞

「だめだよと 言えるきもちが たいせつだ」
岡田　七海（城南小学校3年）　

＜優秀作品＞
藤本晴陽（山陽北小学校１年）／咲本あや（山陽北小学校３年）
三宅莉穂（山陽北小学校４年）／川邊夏未（山陽北小学校５年）
西俣直哉（山陽北小学校６年）／石田　陸（高陽中学校１年）
岸本宗虎（高陽中学校１年）／藤原勇斗（桜が丘中学校１年）
小倉博子（　一　　般　）／小宮山　香（　一　　般　）
松江良一（　一　　般　）／小西清美（　一　　般　）

■問い合わせ先
　・本庁協働推進課　☎955-1114

赤磐市行財政改革審議会の開催

人権啓発ポスター・標語結果のお知らせ

副市長を選任

教育委員会教育長を任命

人権擁護委員に
桒田篤子さん、清水紀子さんが就任
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表① 大腸がん検診日程表
地域 受付日時 場　　所

山陽 11月18日㈪～22日㈮
午前9時～午後4時

健康増進課
（山陽保健センター内）

赤坂 11月18日㈪～20日㈬
午前9時～午後4時 赤坂支所 健康福祉課

熊山 11月18日㈪～20日㈬
午前9時～午後4時

熊山支所 健康福祉課
（熊山保健福祉総合センターほほえみ内）

吉井 11月18日㈪～20日㈬
午前9時～午後4時 吉井支所 健康福祉課

表② 大腸がん検診の無料検診対象者
年齢 生　年　月　日

40歳 昭和47（1972）年4月2日
　～昭和48（1973）年4月1日

45歳 昭和42（1967）年4月2日
　～昭和43（1968）年4月1日

50歳 昭和37（1962）年4月2日
　～昭和38（1963）年4月1日

55歳 昭和32（1957）年4月2日
　～昭和33（1958）年4月1日

60歳 昭和27（1952）年4月2日
　～昭和28（1953）年4月1日

※年齢は平成25年4月1日現在の年齢

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
増
進
課

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
７

・
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
２

・
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎（
９
９
５
）１
２
９
３

・
吉
井
支
所 

健
康
福
祉
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
７
４

検診（健診）事業

　

今
年
度
、
特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た

か
？
こ
の
健
診
は
、
脳
梗
塞
・
心
臓
病
・

糖
尿
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

赤
磐
市
の
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
病
気
が
ひ
ど
く

な
る
と
入
院
・
通
院
と
、
思
い
が
け
ず
高

額
な
医
療
費
が
必
要
に
な
り
、
家
計
へ
の

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
特
に
慢
性
疾

患
は
、
早
期
に
危
険
因
子
を
見
つ
け
予
防

策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
快
適
な
シ
ニ
ア
ラ

イ
フ
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
赤
磐
市
で
は
、
１
人
当
た
り
約
８
千

円
程
度
の
費
用
が
か
か
る
健
診
を
、
自
己

負
担
２
千
円
弱
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
健
診
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、健
診
を
受
け
た
後
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
の
人
を
対
象
に
健

康
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
教
室
は
、

保
健
師
や
栄
養
士
が
健
診
結
果
か
ら
、
よ

り
健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に
、
生
活
の
中

で
で
き
そ
う
な
こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
ご

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
健
康
教
室
に
参
加
し
た
人
は
、

参
加
者
の
３
分
の
２
の
人
が
減
量
に
成
功

し
、
生
活
改
善
効
果
が
少
し
ず
つ
出
て
い

ま
す
。
運
動
教
室
や
栄
養
教
室
を
組
み
合

わ
せ
て
行
っ
て
お
り
、「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
（
参
加
者
）
の
意

見
を
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
継
続
で
き
た
」

と
好
評
で
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
特
定
健
診
受
診
項
目
に
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
・
尿
酸
・
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
追
加
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
己
負

担
は
今
ま
で
通
り
で
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
か
ら
透
析
が
必
要
に
な
る

人
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
透
析
が
必
要

に
な
る
と
体
が
し
ん
ど
い
だ
け
で
な
く
、

経
済
的
に
も
多
く
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

慢
性
腎
臓
病
予
防
の
た
め
に
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
な
ど
を
追
加
し
、
健
診
後
に
生
活
習

慣
の
改
善
が
有
効
な
人
を
対
象
に
健
康
教

室
を
行
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
は
11
月
半
ば
ま
で
、
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
は
12
月
末
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
日
程
を
ご
確
認
の
上
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
未
受
診
者
検
診
と
し
て
全
地
域

対
象
に
12
月
11
日
㈬
［
受
付
時
間
午

前
８
時
30
分
～
９
時
30
分
］

に
、
山
陽
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健

診
を
受
け
て
健

康
寿
命
を
延
ば

し
ま
せ
ん
か
。 

　

大
腸
が
ん
検
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
。

大
腸
が
ん
は
近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
受
診
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に

「
未
受
診
者
検
診
」
を
次
の
日
程
（
表
①
）

で
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
、
自
分
の
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
大
腸
が
ん
検
診
概
要
〉

■
検
診
対
象
／
40
歳
以
上
の
人

■
料
金
／
５
０
０
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

※
表
②
の
対
象
年
齢
の
人
は
市
が
実
施
す

る
「
大
腸
が
ん
検
診
」
を
無
料
で
受
診

で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
市
か
ら
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
持
参
品
／
受
診
票
兼
問
診
票
、
検
査

セ
ッ
ト
（
便
2
日
分
）、
健
康
手
帳

※
検
査
セ
ッ
ト
の
な
い
人
は
、
担
当
課
窓

口
で
事
前
に
お
渡
し
し
ま
す
。

特
定
健
診
は

こ
ん
な
に
お
得
！

大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

広報あかいわ（平成25年11月号）22



岡山シーガルズ対戦表 ＜レギュラーラウンド＞
月　日 対戦相手 会場地

11月30日㈯ vs ＮＥＣ 桃太郎アリーナ
12月１日㈰ vs パイオニア 桃太郎アリーナ

7日㈯ vs 久光製薬 滋賀 ※下記バス
8日㈰ vs 東レ 滋賀

21日㈯ vs ＪＴ 佐賀
22日㈰ vs 日立 佐賀

1月11日㈯ vs トヨタ車体 石川
12日㈰ vs 日立 石川
18日㈯ vs ＮＥＣ 東京
19日㈰ vs ＪＴ 東京
25日㈯ vs パイオニア 神奈川
26日㈰ vs 東レ 神奈川

2月1日㈯ vs 久光製薬 福岡
2日㈰ vs トヨタ車体 福岡
8日㈯ vs ＪＴ 兵庫
9日㈰ vs 東レ 兵庫

15日㈯ vs 日立 笠岡総合体育館
16日㈰ vs 久光製薬 笠岡総合体育館
22日㈯ vs トヨタ車体 神奈川
23日㈰ vs ＮＥＣ 神奈川

3月1日㈯ vs パイオニア 香川
2日㈰ vs ＪＴ 香川
8日㈯ vs トヨタ車体 桃太郎アリーナ
9日㈰ vs 久光製薬 桃太郎アリーナ

15日㈯ vs 日立 秋田
16日㈰ vs パイオニア 秋田
21日㈯ vs 東レ 山梨
22日㈰ vs ＮＥＣ 山梨

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ･
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ

２
０
１
３
／
１
４
の
シ
ー
ズ
ン
が
、
い
よ

い
よ
11
月
30
日
㈯
、
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
で

の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
戦
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

わ
れ
ら
が
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
は
、
何
と

い
っ
て
も
、今
年
、全
日
本
チ
ー
ム
の
セ
ッ

タ
ー
と
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
な

ど
の
国
際
大
会
で
大
活
躍
し
た
宮
下
遥
選

手
を
は
じ
め
、
昨
年
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
沸
か

せ
た
、
新
主
将

の
山
口
舞
選
手

の
も
と
、
チ
ー
ム
全
体
の
戦

力
が
大
幅
に
充
実
。
悲
願
の
リ
ー
グ
制
覇

に
向
け
、
４
月
ま
で
の
長
い
戦
い
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

Ｖ・プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
２
０
１
３
／
１
４
シ
ー
ズ
ン
開
幕

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
を
応
援
し
よ
う
！

　

赤
磐
市
で
は
、
今
年
も
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
試
合
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
応
援
バ
ス
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
ウ
ン
ド
序
盤

の
12
月
７
日
㈯
、
滋
賀
県
立
体
育
館
で
行

わ
れ
る
久
光
製
薬
戦
で
す
。

　

せ
っ
か
く
の
県
外
観
戦
で
す
の
で
、
今

年
も
ご
当
地
観
光
付
き
、
世
界
文
化
遺
産

「
比
叡
山
延
暦
寺
」
の
観
光
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
催
行
日
／
12
月
７
日
㈯

■
予
定
時
刻

◦
午
前
７
時
…
赤
磐
市
役
所
集
合
・
出
発

（
途
中
、
滋
賀
県
内
観
光
）

◦
午
後
１
時
〜
４
時
…
滋
賀
県
立
体
育
館

で
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
試
合
観
戦

◦
午
後
８
時
…
赤
磐
市
役
所
帰
着

■
試
合
／
第
１
試
合

　

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ 

vs 

久
光
製
薬

■
参
加
費

◦
大　

人
…
４
５
０
０
円

◦
中
高
生
…
３
５
０
０
円

◦
小
学
生
以
下
…
３
千
円

　
（
２
階
応
援
団
席
チ
ケ
ッ
ト
込
み
）

■
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
11
月
22
日
㈮

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、

①
氏
名 

②
年
齢
か
学
年 

③
住
所 

④
連

絡
先
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
、
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

◦
本
庁
総
合
政
策
室

　

☎（
９
５
５
）２
６
９
２

　

sogoseisaku@
city.akaiw

a.lg.jp

★
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

(http://okayam
a.v-seagulls.co.jp/)

　

チ
ー
ム
情
報
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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T

タウン・トピックス

2013.8 ▶ 2013.9

　9月8日、中央公民館で「〜幸せ探して〜人・街・夢」を
演題に、浜村淳さんによる文化講演会が開かれました。
　浜村さんは司会やパーソナリティとして活動され、ラジ
オ番組「ありがとう浜村淳です」では40周年を迎える活躍
をしています。
　講演会では、少子高齢化社会の問題点、仲の良い夫婦
の秘けつ、認知症の原因や予防について、また、10数年ぶ
りに訪れた赤磐市の特産品や観光名所などについてユー
モラスに語りました。
　浜村さんの魅力ある話術に会場を訪れた280人の観客
は拍手と笑い声を絶やすことなく、1時間30分におよぶ講
演会を楽しみました。

幸せな日々を送るために
文化講演会「浜村淳さん講演会」

　昨年に引き続き８月１日から８日まで、市内の中学生
１２人を、ニュージーランド国パーマストンノース市へ
派遣しました。
　この事業は、海外での生活やホームステイなどを通
して異国の自然や文化、社会に直接触れることで、国
際理解や国際感覚を養い、コミュニケーション能力を
身につけることを目的として、赤磐市と連携・協力協定
を結んでいる環太平洋大学（ＩＰＵ）と同校のニュージ
ーランド現地校であるインターナショナルパシフィック
カレッジ（ＩＰＣ）の協力を得て実施しているものです。
　生徒たちは日ごろの学校生活では味わうことのでき
ない貴重な体験をするとともに、異国の文化に触れる
ことで改めて日本の文化や生活を見直す良いきっかけ
となりました。また、研修中にはソーラン節を披露する
など日本文化の紹介も積極的に行うことができまし
た。これらの経験を通して、生徒たちは海外に目を向
けるとともに、日本や赤磐市の良いところを再認識し、
海外と日本、また赤磐市をつないでいくような人にな
ってくれると確信しています。

市内中学生の代表１２人を
ニュージーランドへ派遣
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　9月25日に100歳を迎える小田茂子さんをお祝い
するため、24日、市長や県職員らが入所中の施設
を訪問しました。
　会場にはご家族や施設の職員、入所者らおよそ
100人が集まり、お祝い会が行われました。市長か
らお慶び状や花束が渡されると、茂子さんは「あり
がとうございます」とマイクを持ってしっかりとした
口調で話されていました。
　茂子さんは短歌や川柳を習い、新聞にもよく投稿
していたそうです。長寿の秘けつは、好き嫌いなく
何でもよく食べることだそうです。

　地域住民が自主的に行うコミュニティ活動に助成
を行うことにより、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に役立てるものとして全国で利用されている
財団法人自治総合センターが行う宝くじ助成事業を
活用し、野間区では、公
民館に液晶テレビなど音
響設備を整備しました。
今後ますます地域の親
睦が図られ、活動の活性
化が期待されます。

音響設備などを整備
宝くじの社会貢献広報事業の助成

　9月21日に100歳を迎えた畝木繁さんをお祝い
するため、24日に市長や県の職員が繁さんの入所
している施設を訪れました。
　市長からお慶び状や花束を贈られると、繁さん
は嬉しそうに受け取られていました。
　繁さんは家事の傍ら、呉服屋から頼まれた仕事
や畑作業をするなど、忙しい日々を送られたそう
です。また旅行が好きで、60代のころにはハワイ
にも行かれました。
　長寿の秘けつは「野菜をよく食べ、体をよく動
かすこと」で、今まで大病を患ったことがないそう
です。

100歳おめでとうございます
畝木繁さん（桜が丘西１）

　9月24日、石相小学校体育館でプロのオペラ公演
が行われ、石相小、軽部小と笹岡小の児童と保護
者、地域住民ら300人あまりが鑑賞しました。この日
の演目は「カルメン」。4部構成で、第4幕には3つの
小学校の児童12人も出演し、歌声を披露しました。
　出演者が迫力のある歌と演技を披露すると、会場
内からは「ブラボー！」のかけ声とともに大きな拍手
が沸き起こっていました。
　この公演は、子どもたちが芸術の魅力に触れ、豊
かな心を育むことを目的とした文化庁の体験事業
の一環です。

迫力のある歌と演技に感激
石相小体育館でオペラ公演

100歳おめでとうございます
小田茂子さん（馬屋）
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読
者
の

広
場
　

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。
１月号は１１月２２日㈮が
記事の締め切りです。

問秘書企画課 ☎955-4770

　

マ
ジ
ッ
ク
を
観
な
が
ら
一
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
4
日
㈪〈
振
替
休
日
〉

　

午
後
0
時
30
分
～
4
時

◆
場
所
／
西
山
公
民
館

　
　
　
　
（
西
中
２
２
０-

１
）

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
小
森 

☎（
９
５
６
）１
０
１
１

マ
ジ
ッ
ク
の
祭
典

催し

　

必
察
！
認
知
症
ケ
ア
～
思
い
を
察
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
生
活（
い
き
）る

こ
と
支
援
～
。

◆
日
時
／
11
月
30
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
／
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
定
員
／
２
０
０
人（
先
着
順
）

永
島
徹
さ
ん 

講
演
開
催

◆
申
し
込
み
／
不
要

◆
主
催
／
赤
磐
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
な
た　

　

☎（
９
９
５
）０
１
６
５

　
【
受
付
時
間
】

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

催し

●
第
14
回 

子
ど
も
ま
つ
り

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
グ
リ
ム
童
話
」。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
遊
び
の
中
か
ら
、

人
と
ふ
れ
合
う
楽
し
さ
や
新
し
い
発
見

が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
11
月
３
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

◆
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園（
雨
天

決
行
）

◆
参
加
費
／
３
０
０
円
（
３
歳
以
上
の

子
ど
も
）

◆
内
容
／
午
前
は
段
ボ
ー
ル
や
木
工
遊

び
な
ど
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
満

載
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
お

出
か
け
チ
ャ
ル
ラ
ル
が
や
っ
て
き
ま

す
。
午
後
か
ら
は
子
ど
も
が
店
主
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト「
子
ど
も
市
」も

あ
り
ま
す
。

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

秋
の
催
し

●
総
合
劇
集
団
俳
優
館
公
演

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

　

む
か
し
か
ら
語
り
継
が
れ
て
き
た
物

語
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
。
俳
優

館
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。こ
の
機

会
に
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

魔
法
と
冒
険
の
世
界
へ
、ヘ
ン
ゼ
ル
と

グ
レ
ー
テ
ル
と
ご
一
緒
に
！

◆
日
時
／
11
月
23
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時

　
（
開
場
…
午
後
１
時
30
分
）

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
前
売
券
２
千
円（
※
当
日

は
２
５
０
０
円
、３
歳
以
下
は
無
料

で
す
）

◆
主
催
／
赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

●
共
通
事
項

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

赤
磐
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　

町
苅
田
３
２
４「
陽
な
た
ぼ
っ
こ
」

　

☎
・
FAX（
９
５
６
）３
７
０
０

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

●お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までのお子さん（12月・1月生まれ）の写真をお待ちしていま
す。掲載を希望する人は①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 ⑥電話番号 ⑦FAX番
号 ⑧メールアドレス ⑨保護者氏名 ⑩簡単なコメント（30字程度） を添えてください。締め切りは11月22日㈮までです。

［あて先］ 〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課　E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

げんきッズ！あかいわ

◆
日
時
／
11
月
10
日
㈰

　

①
午
前
10
時
30
分
～（
午
前
10
時
開
場
）

　

②
午
後
2
時
～（
午
後
1
時
30
分
開
場
）

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
無
料

◆
内
容
／
映
画
上
映「
ひ
ま
わ
り
～
沖

縄
は
忘
れ
な
い 

あ
の
日
の
空
を
～
」

※
映
画
上
映
の
前
に
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
ポ
レ
ポ
レ
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。

映
画「
ひ
ま
わ
り
～
沖
縄
は
忘
れ
な
い 

あ
の
日
の
空
を
～
」

上
映
会
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
参
加
費

・
一
般（
大
学
生
以
上
）／
１
３
０
０
円

　
（
※
前
売
券
１
０
０
０
円
）

・
小
・
中
・
高
・
障
害
者
／
８
０
０
円

　
（
※
前
売
券
５
０
０
円
）

◆
主
催
／
赤
磐
九
条
の
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
渡
辺 

☎（
９
９
５
）２
５
９
１

催し

石
いしはら

原　優
ゆう

 くん （桜が丘西2）
平成24年11月24日生まれ

たくさんの人に
愛されて優しい
男の子になってね。

お父さんの
健一郎さんから

坂
さ か い

井 琉
る か

華 ちゃん （桜が丘東1）
平成23年10月28日生まれ

かわいい笑顔で
皆を元気にしてくれます。
いつもありがとう。

お父さんの
誠さんから

G E N K I D S A K A I W A

　

熊
山
石
積
遺
跡
に
関
わ
る
と
さ
れ
る

和
気
一
族
の
伝
承
が
残
る
、旧
熊
山
町
内

の
古
墳
、そ
の
ほ
か
の
史
跡
の
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
熊
山
駅
周
辺
の
武

宮
古
墳
、大
谷
山
古
墳
と
松
木
地
区
の
和

気
清
麻
呂
公
墓
所
な
ど
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
集
合
場
所
／
熊
山
公
民
館

◆
参
加
費
／
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
山
遺
跡
群
調
査
・
研
究
会
事
務
局

　

清
水 

☎（
９
５
４
）２
３
４
９

熊
山
遺
跡
見
学
会

催し
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編
集

・
発

行
／

赤
磐

市
役

所
・

秘
書

企
画

課

▼
今
日
は
７
月
号
で
書
い
た
「
猪
木
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
」
の
続
き
の
話
で

す
。
あ
れ
か
ら
４
カ
月
、
な
ん
と
13
キ

ロ
の
減
量
に
成
功
し
ま
し
た
。
取
材
先

で
も
「
あ
れ
？
少
し
痩
せ
た
？
」
と
言

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
適
正
体
重
ま
で
の
道
の
り
は
ま

だ
遠
く
。
そ
し
て
今
は
秋
、
食
欲
の
秋

で
す
。
お
い
し
そ
う
な
食
べ
物
の
誘
惑

に
負
け
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
猪
木　
亮
）

▼
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
春
か
ら
車
で
の
通
勤
を

始
め
、
運
転
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
取

材
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
運
転
中
は
気

を
緩
め
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
、
最
近
は

早
く
日
が
暮
れ
る
の
で
、
よ
り
一
層
の

安
全
運
転
を
心
が
け
た
い
で
す
。

（
栗
政
千
尋
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

午後４時、黄金色に染まる田の中をはしる
通学路。そこには、授業を終えて下校する
磐梨小の子どもたちの姿がありました。
子どもたちのこぼれるような笑みからは

「さぁ帰って遊ぶぞぉ！」という声が、思わ
ず聞こえてきそうです。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

赤磐市環境センター愛称募集！
　平成２６年４月から、赤磐市全域の家庭ごみを処理する「赤磐市環境センター」（焼却施設、リサイクル
施設）が稼働する予定です。そこで、新しい施設が皆さんに親しまれるよう、愛称を募集します。採用され
た愛称は、ごみ処理に関する広報や啓発に広く使用します。
　新しい施設の名付け親になってみませんか？ たくさんのご応募をお待ちしています！

■募集期間

11月29日㈮ まで （必着）

■応募資格

赤磐市に在住、在勤または在学の人

■応募方法
所定の応募用紙に記入し、持参、郵送、ＦＡＸなどで
応募先に提出してください。募集要項と応募用紙は、
市ホームページからダウンロードできるほか、本庁
環境課と各支所市民生活課、出張所、桜が丘いきい
き交流センター、中央図書館でも配布します。

■副賞
採用者には、表彰状と１万円分の商品券を贈呈します。

■問い合わせ先
本庁環境課環境施設整備班 ☎955-2017

赤磐市環境センター 完成予想図

広
報

あ
か

い
わ

 No.104  平
成

2
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1
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号
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